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初めに

誠に残念なことに、今回開催された北東インカレにおいて東北大学の選手が立入禁止区域の中でも最も厳禁とされていた養鶏場への立ち入りが発覚しました。結果的には養鶏場の方の御厚意により何とか事なきを得ることができましたが、当実行委員会は今回の事態を深刻に受け止め、プログラムに記載してある通り東北大の全選手を失格とする措置をとりました。

しかしながら、運営者側に不手際があったこと、その不手際により生じた事故であることは否定しようのない事実であり、当実行委員会では北東学連及び日本学連に処置を一任し、実行委員会側でもいかなる処置も受けることを決定しました。
今回のこと（様々な要因があるにしても、養鶏場へ立ち入ったこと）が、矢板のみならず日光なども含めた栃木でのオリエンテーリング活動に致命的であったかもしれないこと、今年度インカレロングの中止も有り得たことを考え、深く反省いたします。二度とこのようなことを引き起こさぬよう、今回の事故に至るまでの過程と結果、具体的な改善案をここに提示したいと思います。
最後になりましたが、幸岡を使用させていただいた地権者の皆様方に多大な不安と迷惑をおかけしたこと、そして当実行委員会を信用して許可を出してくださった日本学連、そしてオリエンテーリングという競技の信頼性を大きく損なってしまったことを心よりお詫び申し上げます。本当に申し訳ございませんでした。
運営側の安全対策について
事前の安全対策

・給水を増やす(有人二か所、無人一か所)ことで競技者の熱中症防止とした。
・テクニカルミーティングでも水分は十分に取ることを言及した。

・コースの約50％程度に関門を設置し、完走見込みのない選手を途中で競技終了とした。

・普通にレースをすればルート上立入禁止区域に入らないようなコースを設定した。

・プログラムに立入禁止区域への侵入に厳罰を科すことで抑止力とした。

・プログラムに上級生が新人教育をしっかりするようにという内容を記載した。
・前日のテクニカルミーティングで立入禁止区域について再度言及した。
・当日の地図見本に養鶏場の位置を示し、そこが立入厳禁であることを明示した。

安全対策の不備とそこに至る過程

・立入禁止区域を囲うテープの不使用

→禁止区域の範囲が広く設置撤収に時間がかかりすぎること、どこまでやればいいかわからず他の範囲までやるとしたら多くの人員と資材のコストがかかることから使用しなかった。また、赤ハッチにふちどりがない上に、事前に花木さんからいただいた立入禁止区域と地図の表記と誤差があったことに疑問を抱きつつも山川さんや花木さんに連絡することなくそのまま地図表記に従ってしまったことが問題として挙げられる。
・立入禁止区域に人員配備をしなかったこと。

→当日の運営で競技的な安全に重点を置きすぎ(二～三人一組で仕事を行わせた)たことが問題として挙げられる。また、上記の安全対策に慢心して要点を押さえ損ねたことが最大の問題だった。地図購入の際、人員配備について山川さんから伺い損ねたのも問題だろう。
・地権者に対する根回しの不足
→渉外をしてくださっていた花木さんに任せきりにしてしまっていた。花木さんには回覧を回していただいたが、実行委員会側で挨拶に伺うのを怠ってしまった。また、再度事前連絡を徹底しておくべきだったにも関わらず、していなかった。
事故の経緯
　起こった日時とその時点での詳細な状況

8月19日 (日) 、天気は曇りのち晴れ。開場した時間帯は涼しかったものの10時頃から急激に晴れて気温が上がってきた。事故が起こったのは15～16時あたりで、とても日差しが強かった。気温は詳しくわからないが、体感では36度程度だったと思われる。コースはMEで距離が6.8kmでアップは360。難易度としてはE相当であり、体力的・技術的にも難易度は高めの設定だった。試走者から話を聞く印象と自分で事前に他のコース(確定前のコース)で走った印象から、非常に体力的に辛いレース展開になったと考えられる。前々日の晴れた日のニュースでは運動を避けるよう注意が喚起されていた。
その東北大学の選手は８番ポストが見つからず、時間も関門通過時刻を経過したため諦めて９番ポストに行く途中に現在地ロストしてしまった。道に出ようと西に行くものの、大きく南にずれて立入禁止区域に入ってしまった。そこで犬の声を聞き、事前に犬が放し飼いにされているところを通るとテクニカルミーティングで聞いていたため、現在地が立ち入り禁止区域ではないと思い道に出ようとしたところを養鶏場の主人に発見された。

養鶏場の主人の話の概略
・大会を開催するにあたって市とかに許可はとったのか？　話次第では訴えることもできるのだから、明確にしておくこと。そういう管理も行き届かない団体に大会を開催してほしくない。
・近隣住民にはきちんと連絡は行きわたっていたのか？　少なくとも自分には断りの一報もなかった。事前連絡は当然するべきだし、最低でも挨拶ぐらい来るのが筋。

・安全対策がお粗末すぎる。万が一つもないようにして初めて安全対策といえるのではないか。そういうのはきちんと整備されているのか。大学生なんて非常識なやつが多いのだから、誰がやってもできるように安全対策を講じてほしい。
・人の整備したものを借りるだけ借りて、ただ荒らすのではなくてそのほかの活動(森林整備の手伝いやボランティアなど)もしてみてはどうか？　その方が地域住民にも喜ばれるし、貸してあげようという気にもなれる。山を愛するというのはそういうことではないのか？
実行委員会側での措置
当実行委員会側ではこの問題後ただちに実行委員長と競技責任者で以下の点で協議を行い、その後しかるべき措置をとった。
1．選手の状況を考慮した上で、東北大学の他の選手に対する措置をどうするか。

2．閉会式はどのように執り行うか。また、表彰式はどうするか。
3．HPにどのような形で掲載するか。

1．まず立ち入った選手は立入禁止区域に完全に立ち入っていたのでいかなる理由があろうと失格にした。また、東北大学に対してもプログラムに記載された通りの措置を適用するつもりであったが、運営の不備もあったことから実行委員会側で結果を出すことは不適切であるとし、事情を詳細に説明した上で北東学連に判断を一任することで一致した。
2．閉会式は表彰式を取りやめて、開会宣言、競技責任者からの事情説明、実行委員長からの言葉、閉会宣言のみとすることで一致。結果次第で後日表彰式を執り行うかどうかで議論が分かれたが、北東学連と協議した結果、不始末を起こしたにも関わらず表彰式を執り行うことは常識に反するということで一致し、表彰式も行わないことにした。トロフィー・賞状等は郵送か直接大会会場で手渡す予定である。
3．現在HPに掲載してある通りにすることで一致した。
今後実行委員会が取っていく行動
1．詳細の記載されたマニュアル及び渉外の手引書の作成(北東学連用)

→本報告書を基にして作成中。
2．北東学連と改善案について議論に参加協力する。
　

3．矢板のみならず、他の範囲でも使用可能な詳細な渉外方法 (各担当や仕事、期限等

明確に示した手引書)を示したマニュアルの作成。

→ 渉外の花木さんとまず議論して素案を作成後、理事や上田さん、日本学連幹事長などと協議して内容を詰めて正式な文書にしていく。また、できた文書は日本学連・理事会・県協会・JOAにも見てもらった上で承認を得て公開する。
4．3の素案を基にして、矢板幸岡の区長さんや薄井ブロイラーさんと相談しながら幸岡地区の詳細な渉外マニュアルを作成・公開する(もう少し広げて考えれば矢板全体とも言える)。
　→これは素案ができると同時に行う。区長さんに郵送するだけでなく実際にお会いしながら決めていくのが妥当だろう。
5．ジェネシスマッピングと学連渉外で話し合いながら、地図上の立入禁止区域の範囲や表記について誤差を修正し、地図に反映していく。
→山川さんと花木さんにはその方向で話をしている。
6. マニュアルが出来次第北東学連に公開を行い、その内容に不備があれば訂正を加えていく。
具体的な改善案の提案 
・基本的に学連の所有する地図はコントロールできない地域大会、合宿開催に使用させない。使用する場合は学連からコントローラーを派遣して遵守させるか、代表者に誓約書を書かせて罰則付きの規則で縛り、終了後も正式な報告書(学連側でテンプレートを作成する)を書かせることで許可を出す。
・事前挨拶を義務付け、渉外担当者でなく大会実行委員長が行くようにさせる。
・日本学連の所有する地図で運営する際、学連で規格統一したマニュアルを使用させることでノウハウを共有し、運営のバラつきを防ぐ。
　・大会では渉外および競技的安全を確保するためのパトロール設置を義務付けさせる。
